
 
 
 
 
 
 
 

【R5 年 11 月２９日（木）中日新聞】 

笹川中の職場体験学習の記事が掲載 

11 月２９日～１２月１日、２年生の「職場体験学習」を 

実施しました。この取り組みは将来を見据え、仕事の喜び 

や苦労を体験するものです。約５０ケ所の事業所に分かれ 

て、３日間頑張って働きました。キャリア教育の一環とし 

て「勤労観」を養うことを目的としています。この３日間 

の貴重な体験を通して、教室では学べないことをたくさん 

学べたことと思います。少し成長した姿が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月２４日（金）笹川中生徒会が中心となって、全校で「ピンクシャツデー運動」を実施しました。

この日は、教職員や全校生徒がピンク色の文房具や小物などを身に着け、みんなで「いじめを絶対に許さ

ない・見逃さない」ということを決意しました。みんなで取り組むことに意義があると思います。笹川中

学校は、今後もいじめや差別を許さない学校・人権を大切にする学校を目指します。また、今年も笹川中

PTA で「人権標語」に取り組み、入賞作品を選んでいただきました。これらはすべて、本館１F 玄関に掲

示してあります。さらに恒例の「教職員の『今年の漢字』」や新体操服等も同時に掲示してありますので、

三者懇談会のときにぜひご覧ください。ご協力ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１１号 

令和５年 1２月７日 

笹川中学校 2023 学校だより 

２年職場体験学習 

全校『ピンクシャツデー運動』 ・ PTA「人権標語」 ・ 教職員「今年の漢字」 

「ピンクシャツ運動」は、２００７年、カナダの学生２人から始まった「いじめ反対運動」です。

以降、他の学校や職場にピンクの物を身に着けていく「ピンクシャツデー」としてカナダ全土で定

着し、アメリカ、イギリス、日本など世界各国へ広まりました。ピンクのシャツや小物を身につけ

ることで、「いじめを絶対に許さない」「いじめを見逃さない」という決意、意思を表現します。 


